
被災情報の伝達・管理に関する研究
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概要：

災害（特に地震直後）対応を情報面から支援するため，
災害情報に基づき，適切な応急対応行動を促す情報
の創出と提示・周知のためのシステム開発とその有用
性に関する実証実験を行った．



実証実験にむけて

◆各種情報の管理

◆意思決定支援情報の提示

◆住民への情報提示・周知

遠距離無線LAN

八町校区避難所

栄校区避難所

市対策本部

延焼シミュレーション 避難誘導シミュレーション

交通シミュレーション 情報伝達（避難勧告等）



仮災害対策本部での各種情報の提示

リアルタイム被害想定 需要量予測・被害分布等

応急対応業務・電子マニュアル 避難所情報





 

設定画面

面的被害予測

市町村別需要量集計

項目単位需要量推定

応急対応支援システム（実被害対応型）の構築

被害想定 →対応需要量→対応可能量→応援需要量の提示
実情報



市町村災害対策本部運用支援システム市町村災害対策本部運用支援システム

夜

クリック

現在時間

応急対応需要量提示（詳細）応急対応需要量提示（詳細）

この例では，救急医療勝に係る応急対応需要量推定値が
提示され，実情報が入力されるとそれに即した対応需要
量が算出される．また，救急車等防災資源を予め入力し
てあれば，即時的に不足分＝応援需要量が算出されるこ
とから，応援要請判断として活用可能である．

この例では，救急医療勝に係る応急対応需要量推定値が
提示され，実情報が入力されるとそれに即した対応需要
量が算出される．また，救急車等防災資源を予め入力し
てあれば，即時的に不足分＝応援需要量が算出されるこ
とから，応援要請判断として活用可能である．

クリック

夜 間 の 設
定

対応項目・開始時間
・警告，重要度，恣
意先の設定，着手済
み，完了報告等

対応項目・開始時間
・警告，重要度，恣
意先の設定，着手済
み，完了報告等

リアルタイム被害推定結果提示
これに基づいて当該地だけではなく周辺の状況を把握する
．また，救急搬送先の判断，救助法の申請準備等として活
用する．

リアルタイム被害推定結果提示
これに基づいて当該地だけではなく周辺の状況を把握する
．また，救急搬送先の判断，救助法の申請準備等として活
用する．

家屋被害

震度分布

連絡先，体制，行動マニュアル等応急対応実施の
ための資料の提示（ハイパーリンク）
連絡先，体制，行動マニュアル等応急対応実施の
ための資料の提示（ハイパーリンク）

時間管理・被害想定・応急対応需要量・行動マニュアルなど



仮本部スクリーン(拠点等からの映像）



各種マニュアル・資料の閲覧



IP電話端末

災害対策本部
各IP電話からの避難所情報表示



ＧＰＳ及びカメラ付携帯情報表示システム
（被害個所，画像）



災害対策本部：（対応班，優先度，対応開始、済み）
電話＆FAX等情報整理情報の共有システム

災害対策本部：（対応班，優先度，対応開始、済み）
電話＆FAX等情報整理情報の共有システム



災害対策本部・住民への情報提示システム
１） 全体被害分布、集計、テロップ

新着情報（テロップ）

被害分布

リアルタイム被害集計拡大・縮小・移動



災害対策本部・住民への情報提示システム
２） 延焼予測結果の自動取得・表示



情報表示システム
３） 避難経路



情報表示システム
４） 交通渋滞予測



拠点での情報システム活用
（延焼予測・避難経路等に関する住民への説明）

住民
◆自ら収集した被害情報が火災延焼予測等としてフィードバッ
クされ，自らの安全確保に繋がることを実感したことが窺えた．

実証実験での評価

市担当者
◆改善の余地はあるものの、全体状況把握，意思決定に有効
◆電話＆FAX等情報整理情報の共有システムは簡単な仕組み
ではあるが，全体の進捗管理，要員の再配備・応援要請等の
意思決定のためのツールとなる


	実証実験にむけて

